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HIV陽性者はCOVID-19により、
高いリスクにさらされています。

HIV陽性者が
COVID-19に罹患すると、
そうでない人より症状が
深刻になることがあります。
また、併存症の確率も
高まることがあります。

鍵を握っているのは
コミュニティです。

たくさんの
HIVプログラムを
再建してきました。

HIV陽性者は
ワクチン接種の
優先対象です。

予防接種プログラムも、
HIV感染をリスクの
高い状態と考えて

開発されてきました。

HIV対策に
取り組むコミュニティは、
COVID-19との闘いに

直ちに動き出し、
いまも活動を

続けています。

人びとの
ワクチンを求める運動は

日に日に強化
されています。

薬を処方してもらうために
HIVクリニックを

繰り返し訪れることも、
リスクになります。

貧しい国では、
COVID-19ワクチン
の普及が富裕国より
遅れているしね。

HIVパンデミックと
COVID-19パンデミックの両方に　
対応しなければならないという
プレッシャーもきつい。

HIV陽性者のメンタルヘルスにも
影響があります。



HIV治療が
受けづらくなりました。

初期のロックダウンにより、
HIV陽性者は家から離れて
治療を受けることが
できなくなりました。

HIV治療にうまくつながれません。
新たにHIV感染の診断を受けても、
治療を開始できないことが
しばしばあります。

HIV治療を
受けようと思えば
大変です。

ウイルス量測定検査の普及も
世界中で止まっています。

メンタルヘルスケアの
支援サービスも
中断されています。

HIV検査サービスも
打撃を受けています。
HIVの新規感染の診断が

できません。

UNAIDSと
パートナー機関は、

ロックダウンの影響を
受けているHIV陽性者に
連絡を取り、HIV治療を

受けられるよう
支援しています。

HIV自己検査、治療薬の複数月調剤、
情報と支援を提供するための遠隔医療と

バーチャル・プラットフォームなどの利用が進み、
コロナ対策の初期段階に発生した

HIVサービス提供の遅れを
カバーしてきました。

HIV治療を
家庭で

受けられるように
   なっています。



HIV予防プログラムも
妨げられています。

垂直感染（母子感染）、

自発的男性器包皮切除、

曝露前予防（PrEP）や

その他のHIV予防の

ためのプログラムが

影響を受けています。

COVID-19の流行で
学校に通えない
子供が増えました。
教育によって

子供の健康と福祉が
守れるのに、
それができず、
子供たちの多く、
とりわけ女の子の
HIV感染リスクが
高くなっています。

薬物を
使用する人たちは、
ハームリダクション・
サービスの利用が
難しくなっています。

刑務所に入っている人は
世界全体で1100万人を

超えています。
釈放される人もいるので、

拘束される人は
年間で3000万人に
達しています。
この人たちは

COVID-19の予防のために
推奨されている方法に
従うことができずに
いるのです。

性と生殖に関する
健康と権利のための
サービスは

縮小されました。

薬物を使用する
人たちが集まり、

生活している場所で、
ハームリダクション・

サービスが
受けられるように

しています。

可能なところでは、
刑務所での
HIV感染を
防ぐために
受刑者を

解放しています。



弱い立場の人たちへの
暴力が増えています。

ロックダウンにより
ジェンダーに
基づく暴力が
増えています。

セクシャルハラスメント
など女性に対する

様々なかたちの暴力が、
路上でも、公共の場でも、

オンラインでも
続いています。

COVID-19パンデミックが
始まって以来、多くの国で
家庭内暴力ヘルプラインへの
電話が増えています。

COVID-19
パンデミックの間に
セックスワーカー、
ゲイ男性など男性と
セックスをする男性、
トランスジェンダーの
人たちに対する
暴力や嫌がらせ、
逮捕が増えました。

いち早く避難所を設置し、
影響を受けている女性と少女の
支援に最初に動き出したのは、

様々なコミュニティ組織や
女性団体でした。



スティグマと差別が
ひどくなっています。

COVID-19の
スティグマは直接、
HIV陽性者に

向けられています。

スティグマと差別が
拡大しています。

COVID-19を広げるといった
不当な非難を受けている
キーポピュレーションも

あります。

司法の利用が制限され、
トランスジェンダーの人たちや
HIV陽性者を狙い撃ちするような
法律を導入するためにCOVID-19が

口実に使われています。

影響を受けているコミュニティが、
COVID-19プログラムの策定や実施、

フォローアップに関与することが、
この疾病に関わる

スティグマの解消に役立っています。

コミュニティの監視により
人権侵害が明らかにされてきました。

悪質な政策やその執行を
迅速かつ効果的に変えさせた

ケースもあります。



経済的な影響は深刻です。

セックスワーカーは
生計の手段を失っても、
社会的保護プログラムから
除外されることが多いのです。

社会的に排除されやすい人、
不正規な労働についている人には、

公的な社会保護制度が
届かないことがしばしばあります。

食品や衛生用品が、
最も弱い立場にある人たちに

配布されています。

セックスワーカーや
トランスジェンダーの人たちが

社会保護プログラムを
利用できるようにしている

国もあります。



（翻訳　公益財団法人エイズ予防財団）


